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事業所得・給与所得の該当性についての判断基準の検討
―ホステスに支払われた金員を中心に―

Ⅰ

は
じ
め
に

事
業
所
得
と
給
与
所
得
の
区

分
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
昭
和

56
年
判
決
１
が
「
独
立
性
・
非

従
属
性
」
を
基
準
と
し
て
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
言
葉
で「
独

立
性
・
非
従
属
性
」
と
い
っ
て

も
、
実
務
上
は
実
態
判
断
が
必

要
で
あ
り
、
時
と
し
て
判
断
に

迷
う
こ
と
も
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
事
業
所

得
と
給
与
所
得
の
区
分
に
つ
い

て
裁
判
例
・
裁
決
例
を
概
観

し
、
改
め
て
事
業
所
得
・
給
与

所
得
の
該
当
性
の
判
断
基
準
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
ホ
ス
テ
ス
に

支
払
わ
れ
た
金
員
の
給
与
所
得

該
当
性
が
争
点
と
な
っ
た
福
岡

地
判
平
成
28
年
7
月
28
日
２
を

題
材
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
小
用
丈
晴

会
員
（
日
本
橋
支
部
）・
守
屋

嘉
昭
会
員
（
大
森
支
部
）
と
の

共
同
研
究
を
基
礎
と
し
て
論
述

し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ

事
業
所
得
と
給
与
所
得
の
区
分
の
基
準
を
め

ぐ
る
裁
判
例
・
裁
決
例
の
概
観

事
業
所
得
と
給
与
所
得
の
判

断
基
準
に
つ
い
て
示
し
た
最
高

裁
判
例
と
し
て
、
昭
和
56
年
4

月
24
日
判
決
が
あ
る
。
そ
こ
で

は
、「
事
業
所
得
と
は
、
自
己

の
計
算
と
危
険
に
お
い
て
独
立

し
て
営
ま
れ
、
営
利
性
、
有
償

性
を
有
し
、
か
つ
反
覆
継
続
し

て
遂
行
す
る
意
思
と
社
会
的
地

位
と
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る

業
務
か
ら
生
ず
る
所
得
を
い

い
、
こ
れ
に
対
し
、
給
与
所
得

と
は
雇
傭
契
約
又
は
こ
れ
に
類

す
る
原
因
に
基
づ
き
使
用
者
の

指
揮
命
令
に
服
し
て
提
供
し
た

労
務
の
対
価
と
し
て
使
用
者
か

ら
受
け
る
給
付
を
い
う
。
な

お
、
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、

と
り
わ
け
、
給
与
支
給
者
と
の

関
係
に
お
い
て
何
ら
か
の
空
間

的
、
時
間
的
な
拘
束
を
受
け
、

継
続
的
な
い
し
断
続
的
に
労
務

又
は
役
務
の
提
供
が
あ
り
、
そ

の
対
価
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
視
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

示
さ
れ
た
。

こ
の
最
高
裁
判
例
か
ら
、

「
独
立
性
・
非
従
属
性
」
の
有

無
が
事
業
所
得
と
給
与
所
得
の

区
分
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
独
立
性
・
非
従
属

性
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
下
級
審

裁
判
例
に
お
い
て
示
さ
れ
た
基

準
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、
最

高
裁
判
例
に
お
い
て
新
た
に
示

さ
れ
た
基
準
で
は
な
く
、
多
く

の
下
級
審
裁
判
例
が
示
し
た
基

準
で
あ
る
と
言
え
る
。
３

最
高
裁
昭
和
56
年
判
決
以
前

の
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
地
裁

昭
和
43
年
4
月
25
日
判
決
４

は
、
事
業
所
得
に
言
う
「
対
価

を
得
て
継
続
的
に
行
な
う
事

業
」
と
は
、「
自
己
の
危
険
と

計
算
に
お
い
て
独
立
的
に
営
ま

れ
る
業
務
」
で
あ
る
と
し
、「
営

利
性
有
償
性
を
有
し
、
か
つ
反

覆
継
続
し
て
遂
行
す
る
意
思
と

社
会
的
地
位
と
が
客
観
的
に
認

め
ら
れ
る
も
の
」
と
し
、
給
与

所
得
は
「
雇
傭
ま
た
は
こ
れ
に

類
す
る
原
因
に
も
と
づ
き
非
独

立
的
に
提
供
さ
れ
る
労
務
の
対

価
と
し
て
受
け
る
報
酬
お
よ
び

実
質
的
に
こ
れ
に
準
ず
べ
き
給

付
を
意
味
す
る
も
の
」
と
し

た
。
提
供
さ
れ
る
労
務
の
内
容

が
、
特
殊
な
技
能
に
基
づ
い
て

い
て
一
定
の
自
主
性
が
必
要
と

な
る
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
雇
用
契
約
と
い
う
他
か
ら

の
指
揮
命
令
の
下
に
置
か
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
給
与
所
得
と

な
る
と
判
断
し
て
い
る
。

最
高
裁
昭
和
56
年
判
例
以
後

も
、
裁
判
例
で
は
、「
独
立
性
」

「
非
従
属
性
」
を
判
断
基
準
と

し
て
、
事
業
所
得
と
給
与
所
得

の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
５

た
だ
、
塾
講
師
の
報
酬
が
争

点
と
な
っ
た
東
京
地
裁
平
成
25

年
4
月
26
日
判
決
（
Ｚ
2
6
3

‐

1
2
2
1
0
）
は
若
干
異
な

る
判
断
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
最
高
裁
昭
和
56
年
判
決

が
示
し
た
基
準
を
「
飽
く
ま
で

も
『
判
断
の
一
応
の
基
準
』
に

と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
業

務
の
遂
行
な
い
し
労
務
の
提
供

か
ら
生
ず
る
所
得
が
給
与
所
得

に
該
当
す
る
た
め
の
必
要
要
件

を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。」

と
し
、
国
会
議
員
が
受
け
取
る

「
歳
費
」（
憲
法
49
条
）
や
法

人
の
役
員
が
受
け
取
る
報
酬
に

つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
「
給
与
所

得
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
特
に
異

論
が
な
い
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の

者
の
労
務
の
提
供
等
は
、
自
己

の
危
険
と
計
算
に
よ
ら
な
い
非

独
立
的
な
も
の
と
は
い
い
得
て

も
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
に
服

し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は

い
い
難
い
も
の
で
あ
っ
て
、
労

務
の
提
供
等
が
使
用
者
の
指
揮

命
令
を
受
け
こ
れ
に
服
し
て
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
労
務

の
提
供
等
の
従
属
性
）
は
、
当

該
労
務
の
提
供
等
の
対
価
が
給

与
所
得
に
該
当
す
る
た
め
の
必

要
要
件
と
は
い
え
な
い
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。」

こ
の
裁
判
例
で
特
徴
的
な
の

は
、
従
来
の
基
準
で
あ
っ
た

「
自
己
の
計
算
と
危
険
」（
独

立
性
・
非
従
属
性
）
と
い
う
基

準
に
つ
い
て
、「
判
断
の
一
応

の
基
準
」
と
示
し
た
点
に
あ

り
、
実
態
判
断
の
重
要
性
を
示

し
た
裁
判
例
と
い
え
よ
う
。

Ⅲ

ホ
ス
テ
ス
に
支
払
わ
れ
た
金
員
の
給
与
所
得

該
当
性
が
争
点
と
な
っ
た
福
岡
地
判
平
成
28
年

7
月
28
日
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｚ
2
6
6‐

1
2

8
9
1
）
に
つ
い
て

本
件
６
は
、
処
分
行
政
庁

が
、
原
告
の
経
営
す
る
バ
ー
や

キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
ホ
ス
テ
ス
に

支
払
わ
れ
た
報
酬
（
本
件
支
給

金
員
）
は
給
与
所
得
に
当
た
る

と
し
て
な
さ
れ
た
源
泉
徴
収
に

係
る
所
得
税
の
各
納
税
告
知
処

分
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

原
告
は
、
本
件
支
給
金
員
は

給
与
所
得
に
当
た
ら
な
い
と
主

張
し
た
が
、「
本
件
支
給
金
員

の
状
況
」「
ホ
ス
テ
ス
ら
の
勤

務
状
況
」「
売
上
の
管
理
実

態
」
等
を
総
合
判
断
し
た
う
え

で
、
最
高
裁
昭
和
56
年
判
決
で

示
し
た
判
断
基
準
を
あ
て
は

め
、
給
与
所
得
に
あ
た
る
と
判

断
し
た
。

総
合
判
断
し
た
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
認
定
事
実
と
し
て
、

①
給
与
規
定
に
基
づ
い
て
金
銭

が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
契

約
形
態
）、
②
勤
務
時
間
・
休

日
等
の
時
間
管
理
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
存
在
（
拘
束
性
）、
③

売
上
は
経
営
者
に
帰
属
す
る
こ

と
（
成
果
物
の
帰
属
）
と
い
っ

た
点
か
ら
、
本
件
ホ
ス
テ
ス
ら

は
給
与
所
得
者
で
あ
る
と
の
判

断
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
判
断

自
体
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

実
務
上
、
注
意
が
必
要
な
の

は
、
ホ
ス
テ
ス
業
務
の
報
酬

は
、
源
泉
徴
収
制
度
に
お
い

て
、
事
業
所
得
と
し
て
、
報
酬

の
支
払
者
に
源
泉
徴
収
義
務
を

課
し
て
い
る
が
（
所
法
2
0
4

①
六
）、
事
業
所
得
・
給
与
所

得
の
該
当
性
に
つ
い
て
は
実
態

判
断
が
必
要
で
あ
り
、
源
泉
徴

収
義
務
の
規
定
が
事
業
所
得
の

根
拠
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
は

当
然
で
あ
る
点
で
あ
る
。

Ⅳ

検
討

事
業
所
得
と
給
与
所
得
の
該

当
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
実

務
上
、
次
の
点
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
と
考
え
る
７
。

①
契
約
形
態

契
約
が
「
雇
用
契
約
」
な
の

か
、
そ
れ
以
外
の
契
約
な
の
か

が
判
断
の
入
り
口
と
な
る
。

②
拘
束
の
程
度

従
来
は
、「
拘
束
」
の
点
に

つ
い
て
は
、「
時
間
的
拘
束
」

「
空
間
的
拘
束
」
と
い
う
二
点

を
も
っ
て
判
断
さ
れ
て
き
た

が
、
ど
ち
ら
か
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
要
素
な
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い

な
い
。
昨
今
の
「
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
」
等
の
働
き
方
の
変
化
を

考
え
れ
ば
、「
空
間
的
拘
束
」

と
い
う
要
素
は
薄
ま
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
成
果
主
義

に
基
づ
い
た
働
き
方
を
考
え
れ

ば
、「
時
間
的
拘
束
」「
空
間
的

拘
束
」
と
い
う
要
素
自
体
に
あ

ま
り
意
味
を
有
し
な
い
も
の
と

考
え
る
。

③
代
替
性
の
有
無

労
務
の
提
供
が
、
個
人
の
専

門
・
技
術
と
い
っ
た
一
身
専
属

的
な
内
容
に
求
め
ら
れ
て
い
る

か
否
か
で
あ
る
。

④
給
付
さ
れ
る
金
銭
の
内
容

支
給
者
か
ら
受
給
者
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
金
銭
の
対
価
と

し
て
、
労
務
の
提
供
内
容
に
見

合
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。

有
給
や
欠
勤
の
よ
う
に
全
く
の

労
務
の
提
供
が
な
い
場
合
に
も

最
低
保
証
が
あ
れ
ば
給
与
所
得

で
あ
る
。
人
的
役
務
の
提
供
が

あ
っ
て
初
め
て
報
酬
請
求
権
が

発
生
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
事

業
所
得
と
な
る
。
受
給
者
が
負

担
す
る
費
用
に
つ
い
て
も
、
支

給
者
が
負
担
を
す
る
な
ら
ば
給

与
所
得
で
あ
る
が
、
受
給
者
が

負
担
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
正

に
「
自
己
の
計
算
と
危
険
」
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

事
業
所
得
で
あ
る
。

人
的
役
務
の
提
供
の
結
果
で

あ
る
利
益
（
成
果
物
）
の
帰
属

も
判
断
要
素
と
な
る
。
人
的
役

務
の
提
供
の
結
果
で
あ
る
利
益

が
支
給
者
に
帰
属
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
受
給
者
は
支
給
者
に
属

す
る
給
与
所
得
者
と
な
る
。
一

方
、
受
給
者
自
身
に
帰
属
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
受
給
者
は
事
業

所
得
者
で
あ
る
。

以
上
の
点
が
判
断
要
素
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
８
。

1

最
高
裁
昭
和
56
年
4
月
24
日

判

決
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
：
Ｚ
1
1

7‐

4
7
8
8
）

2

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
：
Ｚ
2
6
6‐

1
2
8
9
1
）

3

佐
藤
英
明
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

所
得
税
法
（
第
2
版
補
正
版
）」

1
5
5
頁
・
弘
文
堂
・
平
成
30

年
4

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
：
Ｚ
0
5
2‐

1
7
2
0

5

福
岡
地
裁
昭
和
62
年
7
月
21

日
判
決
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
：
Ｚ
1

5
9‐

5
9
5
4
）・
神
戸
地
裁

平
成
元
年
5
月
22
日
判
決
（
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
：
Ｚ
1
7
0‐

6
2

9
9
）・
東
京
地
裁
平
成
24
年
9

月
21
日
判
決
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
：

Ｚ
2
6
2‐

1
2
0
4
3
）
等
。

6

本
件
は
、
福
岡
高
裁
平
成
29

年
1
月
11
日
判
決
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
：
Ｚ
2
6
7‐

1
2
9
5

1
）
で
控
訴
棄
却
、
最
高
裁
平

成
29
年
9
月
22
日
決
定
（
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
：
Ｚ
2
6
7‐

1
3
0

6
5
）
で
上
告
棄
却
・
不
受
理
、

確
定
と
な
っ
て
い
る
。

7

林
幸
一
「
事
業
所
得
と
給
与

所
得
と
の
区
分
：
勤
労
所
得
に

係
る
所
得
分
類
に
つ
い
て
の
提

言
」
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究

1
3
9‐

1
6
3
頁
（
2
0
0

8
年
）

8

消
費
税
法
基
本
通
達
1‐

1

‐

1
で
は
、「
個
人
事
業
者
と
給

与
所
得
者
の
区
分
」
と
し
て
、

次
の
点
か
ら
判
定
す
る
も
の
と

し
て
い
る
。

①
そ
の
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供

の
内
容
が
他
人
の
代
替
を
容
れ

る
か
ど
う
か
。

②
役
務
の
提
供
に
当
た
り
事
業
者

の
指
揮
監
督
を
受
け
る
か
ど
う

か
。

③
ま
だ
引
渡
し
を
了
し
な
い
完
成

品
が
不
可
抗
力
の
た
め
滅
失
し

た
場
合
等
に
お
い
て
も
、
当
該

個
人
が
権
利
と
し
て
既
に
提
供

し
た
役
務
に
係
る
報
酬
の
請
求

を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
。

④
役
務
の
提
供
に
係
る
材
料
又
は

用
具
等
を
供
与
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
。

田口 渉〔向島〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
3
年
10
月
月
次
研
究
会
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